
１．市政アンケート調査の概要

【案内：郵送・メール、回答：郵送・インターネット】

福岡市　市長室　広聴課

２．第４回調査の概要

５２３人

８３．３％

①「選挙」について

②「福岡市の姉妹都市交流」、「福岡アジア文化賞」について

③「家庭ごみ」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

（３）回答者数

（４）有効回答率

（５）調査テーマ

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ中
に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）調査時期 令和７年８月２５日から９月８日まで

（２）調査対象者数 ６２８人

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和７年４月４日から令和８年３月３１日まで

（３）調査方法

（４）調査主体

令和７年度  市政アンケート調査
第４回結果報告(概要版)

（１）目的 ①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

（２）調査対象者 福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６３６人（就任時）



①「選挙」について（N=523）

 ≪過去３回の選挙での投票状況≫

≪若年層の投票率を向上させるためにはどのようなことが必要か≫

過去３回(令和６年衆議院議員総選挙、

令和７年福岡県知事選挙、令和７年参議

院議員通常選挙）の選挙で５割以上の

方が「すべて投票した」と回答しています。

年代別にみると、「すべて投票した」と回

答した方は18～29歳と30代で約４割と

なっており、他の年代と比べて割合が低

くなっています。
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すべて投票した

無回答

投票していない

２回投票した

【1】「全体」、【2】「18～29歳」のいずれにおいても「期日前投票をしやすくする」と回答した方が最も多くなりました。

項目別にみると、「候補者の情報にアクセスしやすくする」と回答した方は【2】22.6％が【1】12.8％よりも9.8ポイン

ト高くなりました。
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期日前投票をしやすくする

学校内でイベントを実施したり、期日前投票所を設置したりする

インターネットやＳＮＳで、より積極的に情報発信する

投票日当日の投票をしやすくする

学校で模擬選挙を実施するなど、

政治への関心を高める取組みを行う

若年層に人気のある有名人を起用して投票日などをＰＲする

投票の意義や重要性などを伝える

候補者の情報にアクセスしやすくする

家庭で政治の話をするなど、家族による働きかけ

新有権者に投票の習慣を促す働きかけ

その他

わからない 回答は３つまで

【1】全体（N=523） 【2】18～29歳（n=84）

１回投票した

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『優先したい』＝「優先したい」＋「どちらかといえば優先したい」



②「福岡市の姉妹都市交流」、「福岡アジア文化賞」について（N=523）

≪今後の福岡市と姉妹都市との交流について≫ 

≪姉妹都市交流事業のうちどの事業に力を入れるべきか≫（n=483）
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どの事業も同じ程度
回答は２つまで

交流を充実させた

ほうがよい
49.7%そのままでよい

42.6%

交流を縮小したほうがよい
5.9% 無回答

1.7%



③ 「家庭ごみ」について（N=523）

≪「ふくレジ」※の利用経験、需要≫

≪夜間収集についてどう感じているか≫ ≪戸別収集についてどう感じているか≫

利用したこ

とがある

20.5%

利用したことはないが、機会が

あれば利用したい

51.1%

利用したことはなく、こ

れからも利用しない
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利用したことがある 利用したことはないが、
機会があれば利用したい

利用したことはなく、
これからも利用しない

※「ふくレジ」とは

福岡市では、令和６年11月から、コンビニやスーパー等で家庭用燃えるごみ指定袋として

使えるレジ袋「ふくレジ」（１０Lと１５L）の販売を開始しました。
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『満足している』

93.3%

「ふくレジ」を「利用したことがある」と回答した方は全体の20.5％でした。

年代別にみると18～29歳で最も高く、29.8％となりました。

夜間収集について『満足している』と回答した方は98.1％でした。

また、戸別収集について『満足している』と回答した方は93.3％でした。
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